
2． ［東京都］  

病院における虐待防止委員会について  

（杏林大学付属病院）  

杏林大学付属病院医療相談室 加藤雅江氏  
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児童虐待防止の取り組み   



杏林大学虐待防止委員会  

■平成10年～児童虐待についての勉強会開始  

∫平成11年8月 児童虐待防止委員会設立  
■平成17年4月 虐待防止委員会に名称変更  
■平成11年8月～平成21年1月  330症例   

DV 53症例 高齢者虐待19症例（H13～）   
子ども虐待   258症例  

■委員の構成 委員長 小児科教授  
事務局 医療福祉相談室  

DV担当・高齢者虐待担当一児童虐待担当  
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杏林大学虐待防止委員会規定  

第1条（目的）杏林大学虐待防止委員会（以下「委員会」と言う）   

は杏林大学医学部付属病院を受診または利用したものに対   
して虐待防止の立場から虐待を受けたもの（被虐待者）の安全   

を守るために、チームとして診療にあたり、その関係者から支   
援体制の確立を図ることを目的とする。  

第2条（組織及び開催）  

第3条（任務）委員会は、次の各号に掲げる事項について調   

査、協議し、その結畢畢び対策を病院長に報告して承認得る           ■            ＿  ■   ＿  
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速やかに対策を実施する。  

虐待防止活動全般  

院内における虐待防止活動の啓発  

地域関係機関との連携   



【子ども虐待の場合】杏林大学虐待防止委員会活動の流れ】  

CA診断チェックリストを用いて判断  

ソーシャルワーカーが情報収集及び  

委員会コアメンバーにて対応検討  院内事例検討会（1～2日以内に開催）   

遺髪要であれば警察へも連絡  

親と面接を通して育児に関する支援及び指導  
の継続が必要な場合は関連諸機関に連絡、  
ケース会議の開催  

児童相談所へ連絡  

委員会・関連職員・関連諸機  

関でケース会議開催  

親への説明・説得  

親が同意  親が拒否  病院又は保健所、保健センター、子育て支  
ンター、児童相談所等で支援を継続  子どもの保護  裁判所の決定  

必要に応じて関係機関にも呼びかけを行う  
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2008年4月～2009年1月  

統計から見えてくること   



対応件数  
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DV  高齢者  子ども   




